
ステークホルダーとの価値共有

ステークホルダーとの対話を大切にしながら

幸せづくりに貢献します
モスグループは、経営理念に「人間貢献・社会貢献」を掲げるとともに、
お客さまや加盟店のオーナー、株主、メンバー、取引先、地域社会などステークホルダーの皆さまと
「価値の共有」を目指しています。

ステークホルダーとの約束

環境

モスバーガー
キャンパスミーティング

モスバーガー
キャストミーティング

ランチミーティング 株主様向けIR説明会

持続可能な社会
づくりに貢献します

ステークホルダーとのおもな対話

株主
中長期的な企業価値と
株主価値を向上させます

取引先
公平・公正な取引で
相互に発展します

モスグループ
経営理念

「人間貢献・社会貢献」

メンバー
価値観を共有して
共に成長します
※メンバー：モスグループで
働くすべての人の総称

地域社会
地域になくてはなら
ない存在になります

行政
公正で透明な関係を
築きます
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お客さま
HDC（→P27）を通じて
お客さまの喜びを生み
出します

加盟店
物心両面での満足を
提供します

私たちは「食を通じて人を幸せにすること」という経営ビジョンのもと、「おいしさ」「安全」「安心」「健康」という考えを経
営の中心に据え、「人間貢献・社会貢献」のため、環境保全活動に積極的に取り組み、循環型社会の実現と社会の持続的
発展に向けて、行動してまいります。

モスグループ 環境方針

基本理念

私たちは、フードサービス事業の推進において、事業活動がもつ環境影響を認識して、以下の環境行動指針を定め
活動します。

1. 私たちは、事業活動に関連する法規制および受け入れを決めたその他要求事項等を守り、汚染の予防を図ります。
2. 私たちは、持続可能な社会を次の世代に残すため、事業活動全体において地球温暖化抑止策に以下のとおり取り
組みます。

 i. 省エネルギーと資源の有効利用活動「３R-リデュース（削減）、リユース（再利用）、リサイクル（再資源化）」を推進
します。

 ii. 環境に配慮したお店づくり、商品づくり、および物流体制を推進します。
 iii. 使用する備品や資材などのグリーン購入を積極的に推進します。
3. 私たちは、モスグループで働く全員と事業活動を支える人々の環境に関する意識向上のために、環境教育・訓練
および啓発活動を進めます。

4. 私たちは、社会の役に立つ存在であり続けるため、地域社会と連携し、環境保全と啓発に努めます。
5. 私たちは、毎年度、環境目的および目標を設定し、見直しを行い、環境負荷低減に努めます。
6. 私たちは、環境方針ならびに環境マネジメントシステムの継続的改善の進捗状況を公開し、積極的に外部とのコ
ミュニケーションをおこないます。

1. 環境マネジメントシステム全体を再点検し、
 業務改善を図ります。

2. 本部機能を最大限に活用し、チェーン全体の
 環境影響改善に努めます。

環境行動指針

中期環境行動計画 2016年度の実績

グループ全体の環境マネジメントシステムの充実

1. エネルギー使用量 毎年前年比1%削減
 （売上100万円あたり）

2. 食品リサイクル 再生利用等実施率48.5%

● CSRの諸課題の範囲や影響度の拡大について検討。

● より本来業務に即した活動を推進するため、
 本部部門は「グループ単位」で活動を実施。

● エネルギー使用量 前年比99.3%
 （売上100万円あたり）

● 食品リサイクル 再生利用等実施率49.9%

環境目標数値

モスグループ 中期環境行動計画（2016年度～2018年度）

P20

P20

その他の活動を
ご覧になりたい方は
Webサイトを
ご覧ください。

ステークホルダーとの価値共有

環境とともに
省エネルギーの推進や廃棄物の適正な処理などの環境活動に取り組むとともに、モスグループのメンバー
への環境教育を実践し、持続可能な循環型社会の実現に向けて行動し続けています。

ステークホルダーとの価値共有
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Close Up 

ʹͷཧղଅਐͷͨΊڥ ॥ܕ社会ͷ࣮現ͷͨΊʹ

FDPモス௨৴（ڭڥҭ） #R*/( 1-"�1-6SプϩδェΫト
店舗ϝンバーڭڥ͚ҭπール「eDoモス௨৴」を

2003年͔Β発行しています。2016年度は̓ܭ 回発行し、
「フϩンഉग़੍๏」「লエω」「$00- $)0*$&」「グϦスト
ラップਗ਼」「ഇغ」など、店舗にؔΘるڥ報を取り্
͛ました。また、̦ ˍ̖ ίーφーを৽ઃし、そΕͧΕのςーϚ
にରして෮श͕で͖る組みにしました。さΒに、本部ϝン
バー͚には̴ ラーニングによるڭڥҭςストを࣮ࢪ。

「モスのίϛϡニέーγϣン
レポート」の内༰やΦフΟス
のڥ活動についてֶびな
͕ΒཧղをਂΊています。

লの࣮ূ事業「#3*/( P-"-P-64（ϒϦング プラプڥ
ラ）プϩジェクト」に、2014年度͔Β参加しています。Ոఉ͔
Βग़る༰ثแ以外の品プラスチックを回ऩ・࠶ੜする
事業で、モスの店舗͕回ऩڌͱなり、お٬さまにର品

（おもͪΌ、จ۩、日༻品など）
をおͪ࣋いただ͖৽たなプラス
チック品のݪྉに活༻していく
。みですࢼ

モスでは年ʑ参加店舗を૿や
しており、2016年度は東京・ҵ
・੩Ԭの47ܭ店舗ͱ本社で回
ऩにྗڠしました。

Նのলエωͱ༊やしのۭؒͮくりに役ཱつグϦーンカーςン。2013
年度͔Βモスの店舗に「のカーςン」をઃஔし、そのग़来栄͑やޮՌを
߹いڝ 「͏グϦーンカーςンίンςスト」を開࠵しています。2016年度は
全国͔Β84店舗͕参加し、その中でय़日Ҫग़川店 をड「༏ल࠷͕」
。他の参加店舗でも、ݟた目͕ྋしいだ͚
でなく、૭ଆ੮・ςラス੮の体ײԹ度をԼさ
ͤたり、お٬さまͱのίϛϡニέーγϣンをଅ
ਐしたりͱ、さま͟まなޮՌ͕ग़ています。

eDoモス௨৴

શࠃͷళฮʹ͕ΔάϦʔϯΧʔςϯͷྠ

スςーΫϗルμーͱのՁڞ༗

ʹͱͱڥ

লΤωルΪーͷ取ΓΈ
お٬さまにͱͬ ての৺ྑさやا業活動をྀߟしな͕Β、エωルΪーのޮ率的な༻にΊています。エωルΪー༻ྔのѲͱূݕ、ઃඋ
。ཧを௨͡、チェーン全体のলエωルΪーԽを図ͬています࣋のదਖ਼なҡྨثػ

ࢉ༉ݪɺࢉɺ$0�ഉग़ྔɺྔྔ༺ɾΨεؾి

※1 全店舗のݪ単Ґは、「ച্100万円͋たり」、本社などは、「Ԇচ໘ （ੵN2）͋ たり」。
※2 ిྗ以外のその他のエωルΪーは、hԹࣨޮՌガスഉग़ྔࢉ定・報告Ϛニϡアル（7er�4�2）ɦ（ڥল・࢈ࡁܦ業

ল） ه載のをద༻しています。

୯Ґ

���� ����
શ店ฮ 本社ɾ事所ɾؔ ࿈ࢪ設 શ店ฮ 本社ɾ事所ɾؔ ࿈ࢪ設

ྔ༺ $0�ഉग़ྔ
ʢU�$0�ʣ ྔ༺ $0�ഉग़ྔ

ʢU�$0�ʣ ྔ༺ $0�ഉग़ྔ
ʢU�$0�ʣ ྔ༺ $0�ഉग़ྔ

ʢU�$0�ʣ
ྔ༺ؾి ઍkWh 137,055 76,193   750 381 134,866 72,407   725 364
都ࢢガス༻ྔ ઍN3   2,371  5,288     2   4   2,324  5,184     2   5
-Pガス༻ྔ ઍN3   2,127 12,712     1   4   2,066 12,347     0   3
"ॏ༉ kὙ �    83 226 �    85 229
ྫྷਫ・Թਫ (+ � 1,549  88 � 1,652  94

$02ഉग़ྔ߹ܭ -̓$02
94,192

（2014年度ൺ：96�0ˋ）
704

（2014年度ൺ：98�4ˋ）
89,938

（2015年度ൺ：95�5%）
694

（2015年度ൺ：98�7%）
ྔܭ߹ࢉ (+ 1,687,926 12,991 1,657,825 12,921

༉ݪ
ࢉ

ܭ߹ kὙ 43,549
（2014年度ൺ：98�4ˋ）

335
（2014年度ൺ：100�6ˋ）

42,772
（2015年度ൺ：98�2%）

332
（2015年度ൺ：99�1%）

単Ґ※1ݪ 0�410
（2014年度ൺ：92�6ˋ）

0�045
（2014年度ൺ：100�0ˋ）

0�407
（2015年度ൺ：99�3%）

0�046
（2015年度ൺ：102�2ˋ）

数ࢉ
˔ ిྗ
ిྗは、ి 事業ऀผにެදさΕた2014年度及ؾ
び2015年度の࣮ഉग़をそΕͧΕ2015年
度及び2016年度にద༻。
単Ґ発ྔ 9�97.+�kWh
˔ ࢢガス
ഉग़ 2�23ᶵ - $0�N3

単Ґ発ྔ 44�8.+�N3

˔ -1ガス
ഉग़ 3�00ᶵ - $02�ᶵ
単Ґ発ྔ 50�8.+�ᶵ

（-Pガスは0�502ઍN3を1Uでॏྔࢉ）
˔ ̖ ॏ༉
ഉग़ 2�71ᶵ - $02�Ὑ
単Ґ発ྔ 39�1.+�Ὑ
˔ ྫྷਫɾԹਫ
ഉग़ 0�057ᶵ - $02�.+
単Ґ発ྔ 1�36.+�.+
ࢉ༉ݪ ˔
0�0258kὙ�(+

ੜଟ༷ੑͷ取ΓΈ
にԉし、さま͟まなҹࢧP0「ΦフΟスொ内会」の活動を/ڥ
のொ内会の「ؒെにد༩するࢴ」を༻する͜ͱにより、ؒ െࡐ
の༗ޮ利༻をଅਐして݈全なྛͮくりにݙߩしています。

ͷொ内会ʮؒെʹد༩͢Δࢴʯͷ༻ྔ
���� ���� ����

༺ （ྔU） 20�8 16�3 16�3
ؒെଅਐࢉ໘ੵ※（ha）  1�2  1�0  1�1

※ ؒെଅਐ໘ੵは、のொ内会活動の࣮をもͱにࢉग़

ഇغͷൃੜ੍ͱϦαΠΫル
業当ॳ͔Β、ごจいただいて͔Β品をつくる「アフλーΦーダーํ式」の࠾༻やϦϢース食ثの活༻など、ΰϛのग़にくい店舗ӡ営を࣮
しています。また、店舗͔Βഉग़さΕるഇ食༉などのϦサイクルをਐΊている他、「ηカンドハーϕスト・ジャパン」※によるフードバンク活動ࢪ
の食ࡐのدଃにより、食品をແବにͤͣ、ഇغの発ੜ੍にもΊています。
※ 日本でॳΊて2002年に๏ਓԽさΕたフードバンク。̓ 全ੑ͕อূさΕた食ྉを、ੜ活ऀځࠔにڅڙする活動を展開している。

ϞεόーΨーνΣーϯશ店ฮͷ৯ഇغൃੜྔͱ࠶ੜར༻࣮ࢪ
���� ���� ����

ച （্100万円）  a 100,265 106,427 105,194
発ੜ （ྔU）  b   7,016   6,870   6,634

内
訳

༺ੜ利࠶ （ྔU）  D   2,655   2,538   2,424
回ऩ （ྔU）  E       0       0       0
e  ྔྔݮ       0       0       0
ੜ利༻以外のྔ࠶       0       0       0
ഇغͱしてのॲྔ   4,362   4,332   4,210

発ੜݪ単Ґ H�by a（発ੜ ：ྔkH�ച্100万円͋たり）   69�98   64�55   63�06
発ੜ੍ （ྔ̓ ）Ǵ ̫（単Ґ※-Hݪ४発ੜج） a     986   1,624   1,762
率（パーηント）（Dɹࢪੜ利༻࣮࠶ E̫ 0�95ɹ eɹ G）y（bɹ G）    45�5    49�0    49�9

����の内༁

ൃੜ ʢྔUʣ ϦαΠΫル
ʢྔUʣ

ϦαΠΫル
ʢˋʣ

ࡊくͣなど 2,776   151  5�4
ഇ食༉ 3,833 2,248 58�6
ݿഇغ    25    25  100
ܭ߹ 6,634 2,424 �

フードバンクのدଃ （ྔU） 34�7

単Ґ：2007年度 79�81ݪ४発ੜج ※

ड店ฮҰཡ
 ड店ฮ

༏ल࠷ 中京ࢧ部 य़日Ҫग़川店

༏ल
৽ׁࢧ部 ৽ׁ大ֶ前店
中京ࢧ部 कࢁ中ԝ店

チャレンジ
部ࢧ৴ߕ ാ店ߴߕ
भࢧ部 ᨠૣࢁٱ店

লエω
ࢧ部 দ店
੩Ԭࢧ部 ٸ࢜প店

エϦアಛผ

東ࢧ部 ळ田໘店
部ࢧۄ࡛ ;͡み店
東京ࢧ部 ଟຎԼ༘店
੩Ԭࢧ部 ਫक店
ࢧ部 ֻࢁඌ店

ؔೆࢧ部 田؛
インλー店

中・࢛国ࢧ部 ᷫԂ店
भࢧ部 中ਫ店

カーςン͕大͖くするにつΕ、૭際やςラス੮͕ྋし
くなり、ご利༻になるお٬さまも૿͑てい͖ました。今回、グ
Ϧーンカーςンを͏まくҭてΒΕたൿࡦは、ໄঢ়のγャϫーを
活༻した͜ͱに͋ります。を௨してお٬さまͱのަྲྀ͕૿
をաごͤました。また、ઓしますʂؒ࣌なͤたͪもࢲ、͑

य़日Ҫग़川店ʦѪݝʧ  ୩ޱ ඒΦーφー

Voice ड店舗のΦーφー͔Β

プϩジェクト告ポスλー

のΧーςϯ͕͓٬ ·͞ͱのަྲྀΛଅਐ

Mos Group Communication Report 2017 Mos Group Communication Report 201719 20


	mos_web 10
	mos_web 11



